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Designed for Windows Mobile™ ロゴとは
Designed for Windows Mobile™ ロゴ プログラムは、エンド ユーザーが Windows Mobile ソフトウェアを搭載した Pocket PC と互換性のあるソフトウェア製品を簡単に識別できるように、Microsoft が開発したロゴ プログラムです。お客様は、ソフトウェア製品に Designed for Windows Mobile のロゴが記載されていることで、それが Pocket PC 専用に開発されたもので、場合によってはPocket PC 用に新しい機能が搭載されているということを識別することができます。独立系ソフトウェア ベンダー (ISV) の方にとっては、ロゴのライセンスによってビジネス チャンス獲得の可能性が生まれます。

· 市場での差別化: アプリケーションにロゴを使用する許可を得たら、製品やマーケティング用の資料にロゴを使用して、その製品が Windows Mobile ベースの Pocket PC 用であり、互換性があることを示すことができます。
· Microsoft Mobile2Market: アプリケーションにロゴを使用する許可を得たのち、Mobile2Market にアプリケーションを提出することができます。Mobile2Market とは、ISV とモバイル事業者、および関連する小売業者と結び付けることによって、ISV が新しいビジネス チャンスを獲得できるようにするためのプログラムです。
※Mobile2Marketは、欧米市場において展開しているサービスです（2003年12月現在）。日本のISV様もお申し込みいただくことができます。

詳細は、http://www.microsoft.com/windowsmobile/mobile2market/ （英語）をご参照ください。
ソフトウェア アプリケーションのテストは、VeriTest 

(http://www.veritest.com/certification/ms/mobile/jpn/defaultj.asp)によって行われます。テストに必要な資料の入手方法や料金など、ロゴ テスト手順に関する詳細は、上記のウェブサイトを参照してください。

日本での問い合わせ先は、以下の通りです。

· Email: nihongo@veritest.com 

· Phone: 03-5950-2534 
Designed for Windows Mobile ロゴは、そのソフトウェア製品がそのガイドラインに記載されているすべての機能を備えていることを示していますが、「品質保証」を行うものではありません。Microsoft も上記のいずれのテスト機関も、認証プログラムの一環として製品の品質についてテストしたり、その製品に「バグがないこと」を保証することはしません。認証テストは単に、その製品に必要な機能がすべて備わっており、ロゴ要件が満たされており、頻繁にエラーやシステム クラッシュを引き起こさないことを確認するためのものです。各テスト機関では、本認証プログラムとは別にアプリケーションの完全なテストも行うことができます。

ロゴ ライセンス契約には次のように記載されています。「該当する Designed for Windows Mobile 互換性テストに合格したことを示すためだけにこのロゴを使用してください。Microsoft やテスト機関がその製品を支持しているかのような印象を明示的、または黙示的に与えることはできません。また、ロゴ プログラムは「認証」プログラムではなく、ロゴはマイクロソフトやテスト機関がその製品を認証、または保証しているものではありません。」

2003 年 5 月版以降の変更点概要

削除内容:

· Microsoft MAPI for the Pocket PC 機能との重複がない

· Microsoft メッセージストア API に依存しない

· Pocket PC 2000 City List 機能に依存しない

· ActiveX コントロールによる IProvideClassinfo および IObjectSafetyinterfaces の実装の必要性

· あらゆる画面ビット深度 (色とグレースケール) のサポート

· [ファイル] メニュー項目を設けない

· アプリケーションを閉じるための方法をユーザーに公開しない

変更内容: 

· 標準のウェイト カーソルのサポート: 進捗バーが使用できるようになった

· 共通ダイアログ ボックスのサポート: ゲームでは共通ダイアログ ボックスを使用しなくてもよくなった

インターナショナル バージョンとローカライズ バーションに関する注意点

アプリケーションは、販売される対象言語で個別にテストする必要があります。同時に複数のテストを実施する場合の割引については、3ページに記載のテスト機関にお問い合わせください。

製品を米国以外で販売する場合でもマイクロソフトに通知する必要はありません。ただし、中華人民共和国 (PRC)、台湾、韓国に対して販売する場合は、Windows Logo Department (winlogo@microsoft.com) に対して、企業名、販売時の製品名、販売先国名と共に通知してください。ライセンス契約に記載の以下の内容に注意してください。

セクション 2(a) に記載のライセンス権利は、中華民国 (「台湾」)、大韓民国 (「韓国」)、中華人民共和国 (「PRC」) に対しては許諾することができません。ただし、販売元である企業がマイクロソフトに対して、上記各国での製品販売の意図を文書で通知した場合はこの限りではありません。販売元である企業は、そのような文書での通知を提出するまで、上記各国でこの種のロゴを使用しないこと、またロゴ契約に従ってライセンス許諾を受けることができないことに同意します。

アプリケーション タイプに関する注意点

· アプリケーションはファイル ベースの場合も、そうでない場合もあります。ファイル ベースのアプリケーションに関する詳しい要件については、以下を参照してください。

· 特殊な場合: 開発ツール、ブラウザ プラグイン、およびグラフィック、フィルタ、カスタム辞書、その他、Microsoft Windows Mobile 2002 ベースの Pocket PC 向けの非実行可能プログラムにもロゴを使用することができます。この種の製品に関する注意点や要件については本書にも記載してありますが、他の製品カテゴリの発生に伴い、追加の標準を発表します。この種のカテゴリに含まれる製品は、ケースバイケースで処理します。 

· 御社のソフトウェアにバンドルされたハードウェアは、Windows ハードウェア品質ラボのテストを受けなければなりません。詳細は、http://www.microsoft.com/hwdq/hwtest/ を参照してください。

Windows Mobile ベースの Pocket PC アプリケーションの一般的要件
Designed for Windows Mobile ロゴを使用した Windows Mobile 2002 ベースの Pocket PC アプリケーションのための以下のガイドラインは、エンド ユーザーに配慮して策定されたものです。このような要件や推奨内容の目的は、一貫したユーザー インターフェイスと操作性を提供することによって、使いやすさを向上させることにあります。Microsoft の他のロゴ プログラムと同様に、Designed for Windows Mobile ロゴも、このロゴの付いた製品が、利便性と操作性において一定の基準を満たしているということを消費者に示します。 

インストール/アンインストール要件 

OEM がライセンス許諾、または作成したアプリケーションで、ROM だけで配布されるものについては、以下のインストｰル/アンインストｰル要件や、クロスプラットフォーム要件を満たす必要はありません。ただし、アプリケーションを ROM 以外の形式で配布する場合で、セットアップ プログラムが必要な場合、以下に示す要件をすべて満たす必要があります。

要件: Pocket PC アプリケーション用のWindows Mobile インストール手順の使用

Designed for Windows Mobile ロゴ付きのアプリケーションは、Pocket PC アプリケーション インストール手順に従って、Windows Mobile ベースの Pocket PC プラットフォームにインストールする必要があります。Cabwiz SDK セットアップ ツールを使って、Pocket PC 専用の CAB ファイルを作成しなければなりません。アプリケーションが、パートナー ベンダーの PC によるインストールをサポートしている場合、セットアップ手順では CEAppMgr デスクトップ アプリケーション マネージャを使う必要があります (Pocket PC アプリケーションの管理用にアプリケーションを登録するため)。また、デスクトップ コンピュータでの単一ユーティリティである PPCLoad ではなく、標準のインストール手順をサポートするようになりました。

===関連情報=== 

CAB ファイル: マイクロソフトの圧縮ファイル形式で、アプリケーションのインストールに多用されます。

Wceload: Pocket PC プラットフォーム上にあります。ステータス バー付きのダイアログ ボックスが表示され、Wceload が CAB ファイルからコンポーネントを解凍しており、デバイス上にインストール中であることを示します。

アプリケーションの追加と削除 (Add/Remove Programs): ActiveSync の 1 機能です。ActiveSync 内の [ツール] メニューから起動することができます。エンド ユーザーは、デスクトップから Pocket PC デバイス上のアプリケーションのインストールとアンインストールを行うことができます。また、アプリケーションの追加インストールも、セットアップ プログラムを起動せずに行うことができます。

要件: インストール時に Programs フォルダにショートカットを作成

開発者は、Windows Mobile ベースの Pocket PC デバイスの My Pocket PC\Windows\Start Menu\Programs フォルダ内に、該当するアプリケーションのショートカットを作成する必要があります。あるいは、My Pocket PC\Windows\Start Menu\Programs\Games フォルダにショートカットを作成してもかまいません。これによって、[スタート]→[プログラム]、または [スタート]→[プログラム]→[ゲーム] を使ってそのアプリケーションを起動できるようになります。

セットアップではデバイス上の各アプリケーションに対してショートカットを 1 つだけ作成する必要があります。セットアップによって [スタート] メニューにアイコンを自動的に配置しないようにしてください。ただし、ユーザーにそのような選択肢を与えてもかまいません。

レジストリ要件

要件: レジストリ内でのユーザー設定の一貫性

ユーザーによるアンインストール時、アプリケーションはファイルやレジストリからすべてのデータを削除し、できる限り何も残らないようにしなければなりません。アプリケーションは "Uninstall_Init()" および"Uninstall_Exit()" 機能を使用して、データ ファイルやデータベースのクリーンアップを行う必要があります。

要件: Windows またはアプリケーション ディレクトリ内だけに DLL を保存する

Windows Mobile ベースの Pocket PC プラットフォームのインストールに使用したすべての .DLL ファイルは、Windows ディレクトリ内に “共有” ファイル/DLL だけを保存し、他のすべてのファイルはアプリケーション自体のディレクトリ (エンド ユーザーが変更することができる) に保存する必要があります。ユーザーはインストール時にデバイス上のインストール先ディレクトリを変更できるので、以下のようなレジストリ エントリによって、アプリケーションの実行時に、デバイス上のインストール先のカレント ディレクトリを確認することができます。


HKLM\Software\Apps\<Provider> <AppName>\InstallDir 

ここで <Provider> および <AppName> には、セットアップ用の INF ファイルで指定された文字列を入力する必要があります。

さらに、アプリケーションが GX.dll (GAPI) をインストールする場合は、この DLL を Windows ディレクトリではなく、アプリケーション ディレクトリ内にインストールする必要があります。GAPI を使用するアプリケーションは、この DLL をインストールしなければなりません。

UI/シェルのサポート要件

メニュー バーと NavBar の一貫性は、Pocket PC アプリケーションでは非常に重要です。左から右という基本的な順序についても Microsoft Pocket Word と一貫性を持たせてください。

要件:  NavBar にアプリケーション名を表示する

どのビューにアプリケーションが表示されているかに関係なく、最も上のレベルのアプリケーション名を NavBar に常に表示する必要があります。その他のタイトル (カレント ビュー、書類、カード、ダイアログ ボックスなどの名前) を表示する場合は、クライアント領域に表示する必要があります。NavBar には、省略せずに完全な名前を表示する必要があります。名前を省略することができるのは、その旨を通知した場合に限られます。

要件: アプリケーションは、アプリケーション固有の情報に NavBar を使用しない

前述のようなアプリケーション名と、システムが API を使って提供する警告や通知以外に、アプリケーションが、カレント ビュー、コントロール、ツール バー、ステータス アイコンのサブタイトルなど、追加の機能用に NavBar 領域を使用することはできません。

例外: 前述の要件に含まれているアプリケーション名、システムが提供する警告や通知にはこの要件を適用する必要はありません。

要件: 全画面モードの実装時にシステム サポートを使用する

アプリケーションは、シェル API SHFullScreen (hwnd, SHFS_HIDETASKBAR) の場合に限り、NavBar を非表示にすることができます。この API は、Z 順に呼び出し側のアプリケーションの裏に NavBar を配置し、アプリケーションが何らかの理由で呼び出せなくなった場合に、NavBar が即座に表示されるようにする必要があります。一般的には、[スタート] メニューをデバイスの主なナビゲーション手段として使用するべきなので、NavBar を非表示にすることは望ましくありません。

要件: [新規] および [SIP] ボタン コントロールの標準位置での表示

アプリケーションは常に [新規] および [SIP] ボタンを表示する必要はありません。ただし、これらのコントロールを表示する際は常に標準位置、すなわちそれぞれ左下と右下に表示する必要があります。新しいデータ オブジェクトを作成できるアプリケーションでは、同じ位置に [新規] ボタンを使用し、Pocket PC のグローバルな [新規] 機能を採用しているユーザーをサポートすることを推奨します。

[SIP] コントロールは、大半のアプリケーションでは常に表示させておく必要があり、どのような入力も行えないようなまれなケース (たとえばゲームの全画面モードなど) でのみ非表示にします。混乱を避けるために、[SIP] ボタンの表示/非表示はあまり頻繁に行うべきではありません。入力がまったく行えない場合に、[SIP] コントロールが表示されていることより、点滅することのほうがはるかに混乱を招きます。

推奨: 画面への描画を行うアプリケーションは GAPI を使用することをお勧めします。すべての Pocket PC デバイスに共通の、一貫したユｰザー インターフェイスと最大限のサポートを提供するため、画面に直接描画するようなアプリケーションでは、GAPI を使用する必要があります。

要件: [Today] 画面への切り替え時に、全画面の親ウィンドウがないアプリケーション ウィンドウを起動する

実行中のタスクのリストがないので、全画面の親ウィンドウを持たないアプリケーション ウィンドウは、ユーザーが何らかの方法で親画面に戻れるような手段を提供しなければなりません。たとえば、[スタート] メニュー、[プログラム] ショートカット、通知、または [Today] 画面のトレイ アイコンを、デバイスが [Today] 画面に切り替わったときに起動する方法も有効です。つまり、ユーザーが [Today] 画面に戻ると、アプリケーション ウィンドウが表示されます。アプリケーションがこのような表示を行わなかった場合、実行中のアプリケーションを調べるためのタスクバー ボタンがないため、そのアプリケーションに戻る方法がありません。

要件: [Today] 画面コンポーネントによる WM_ERASEBKGND メッセージの処理

[Today] 画面コンポｰネントには透明の背景が使用されるようになりました。これによって Today のテーマ画面でコンポーネントを透かしで表示できるようになりました。コンポーネントを透かしで表示させるためには、WM_ERASEBKGND メッセージを処理できなければなりません。

要件: メニューとボタンの順序

メニュー バーに表示するあらゆるメニューは、メニュー バーの一番左に表示しなければなりません。ただし、グローバルな [新規] ボタンを動的に提供する場合は例外です。[ツール] ボタンは標準のものでも、アプリケーション固有のものでも、コマンド バーのメニューの右側に表示する必要があります。

要件: メニュー バーにファイル メニュー項目を含まない

アプリケーションでは、メニュー バーにファイル メニュー項目を含まないようにする必要があります。

要件: 共通のメニュー項目は一定の順番で表示する

メニュー バーに [編集]、[表示]、[挿入]、[書式]、[ツール] メニューを提供する場合、この順番で表示する必要があります。一般に、[ファイル] メニューの使用は避け、メイン アプリケーション ビューで書類や項目リストを提供したほうが、各アプリケーション内でデータを簡単に操作できます。

要件: 共通のボタンは一定の順序で表示する

メニュー バーに新規、開く、保存、印刷のためのコマンド ボタンを提供する場合、左から右にこの順番で表示する必要があります。ボタンのサイズとスタイルについては、UI に関するガイドラインに準拠する必要があります。

要件: 共通の機能は一定の順序で表示する

メニュー バーにスタイル、フォント、フォント サイズ、太字、斜体、下線を設定するコントロール機能 (たとえばボタンやドロップダウン ボックスなど) を提供する場合、左から右にこの順番で表示する必要があります。

要件: すべてのコマンド バー コントロールに対するツールヒントの提供

アプリケーションにコマンド バーが含まれている場合、コマンド バー コントロールにツールヒントのサポートを提供する必要があります。ツールヒントは不明な部分をポイントしたままにすると表示されるもので、ボタンの機能について説明するものです。また、ツールヒントにはショートカットを含むべきではありません (たとえば CRTL キーと他のキーの組み合わせなど)。たとえば、[太字] ボタンのツールヒントには、”太字” とだけ記載します。これによって、アプリケーションを始めて使用するユーザーは、不慣れなボタンの機能を簡単に理解することができます。「Microsoft Windows .NET Compact Framework を使用して作成したアプリケーションに関する例外」についても参照してください。

要件: アプリケーションを閉じるための方法をユーザーに公開しない

Windows Mobile ベースの Pocket PC は、メモリの必要量が多くなると、使用頻度の低いアプリケーションを自動的に閉じます。これは、ユーザーがメモリ管理を行わなくて済むように設けられている機能です。したがって、ユーザーが手動でアプリケーションを閉じたり、終了するための機能をアプリケーションに備えるべきではありません。ただし、1 つのアプリケーション内の書類や項目を閉じる方法は提供するのが一般的です (たとえばメイン アプリケーション ビューがリストの場合、そのリスト内の項目を開いたり閉じたりすることができる、など)。書類や項目を開いたり閉じたりする場合、Pocket PC の [OK] ボタンを使用して書類の開閉を行い、アプリケーション リストに戻るようにする必要があります。

ユーザーはアプリケーションのスマート最小化ボタンを使って、[Today] 画面に戻ることができます。これは “X” のようなアイコンで、[Today] 画面以外の全アプリケーションのナビゲーション バー (NavBar) の一番右側に表示されます。スマート最小化ボタンは、アプリケーションを最小化した状態でナビゲーションをサポートし、アプリケーションはメモリ内に常駐させるため、必要時には即座にそのアプリケーションを使用することができるので、パフォーマンスが向上します。そして、その後に起動したアプリケーションが追加のメモリを必要とする場合はこのアプリケーションのメモリは解放されます。

注: パワー ユーザー向けショートカット Ctrl+Q によってカレント アプリケーションを閉じる機能も推奨しています。ただし、この機能のサポートを画面に表示するべきではありません。

要件: アプリケーションおよびファイル タイプのための 16x16 および 32x32 ピクセル アイコン

アプリケーションは、主要な実行可能ファイルおよび保存されているファイル タイプ用に 16x16 および 32x32 ピクセルのアイコンを登録する必要があります。

要件: 通知システムとの重複がない

時間またはイベント ベースの通知を表示するアプリケーションは、提供されている通知システムを使用して通知を表示する必要があります。アプリケーションが独自の通知システムを作成することは認められていません。

要件: Microsoft Pocket Outlook オブジェクト モデルの機能との重複がない

PIM タイプ データ (アポイントメント、連絡先、タスク) を使用するアプリケーションは、Microsoft Pocket Outlook オブジェクト モデルを使用する必要があります。これは、不要な PIM データ項目の保存を回避することで、できる限り多くのユーザー記憶領域を使用できるようにするために必要です。さらに、Microsoft Pocket Outlook オブジェクト モデルを使用することで、一貫したユーザー インターフェイスを提供し、Pocket PC による通信を簡素化することができます。 

要件: Microsoft MAPI for the Pocket PC 機能との重複がない

同様に、アプリケーションは MAPI (メッセージ API) の提供する汎用受信ボックスをできる限り使用する必要があります。たとえば、通信アプリケーションの中には (たとえば双方向のページング アプリケーション)、MAPI が提供している機能より高い機能を必要とするものもあるので、その場合はこの要件は適用されません。ただしそれ以外のアプリケーションについては、Pocket PC に提供されている汎用受信ボックスを使用する必要があります。

要件: 標準のウェイト カーソルのサポート

ユーザー入力に対して 0.5 秒以上反応のないカレントウィンドウ、またはシステム全体のレンダリングを行うコマンドの実行を求められた場合に、アプリケーションはシステム ウェイト カーソル (色付きのホイール) を表示しなければなりません。システム ウェイト カーソルがカレント ウィンドウ内にのみ表示される場合、ユーザーは NavBar を含む他のウィンドウの操作を継続することができます。

要件: 入力パネルの表示と非表示を処理しなければならない

UI の面から見れば、80 ピクセルの高さの Soft Input Panel (SIP) を常にコマンド バーのすぐ上に連携表示できるようにアプリケーションを設計し、アプリケーションのサイズを変更して表示の妨げにならないようにすることができます。具体的には以下のような要件があります。

· すべてのテキスト入力フィールドには、SIP 全体を表示した状態でアクセスできなければなりません。これは、すべての編集フィールド全体を画面上に配置し、80 ピクセルの高さの SIP によって隠れてしまわないようにするか、SIP が表示された状態でスクロール バーを使用する (またはその両方) ことで行えます。

· アプリケーションは、連携表示された入力部分に対応するようにサイズを変更する必要があります。これには、ダイアログ タブ、ステータス バー、他の要素のサイズ変更やシフト、またはスクロール バーのサイズ変更や描画、あるいはその組み合わせによって、80 ピクセルの高さの SIP 全体が表示されている状態で、すべての UI が表示されるようにすることも含まれています。

推奨: Pocket PC の下部で 80 ピクセルの制限を行わない。

横長の画面を使用する場合などでは、Pocket PC デバイスの下部に 80 ピクセルの制限を行わないことをお勧めします。

要件: ヘルプ システムとシステム目次との統合

デバイス上にヘルプ ファイルを提供するアプリケーションでは、Pocket PC のヘルプ システム目次に、アプリケーションのヘルプ システムを登録して、インストール済みのすべてのアプリケーションに対して統一されたエントリ ポイントをユーザーに提供できるようにする必要があります。このために、すべてのヘルプ コンテンツを HTML フォーマットで作成する必要があります。

注: 1 つまたは 2 つのダイアログ ボックスに提供される少量のヘルプ情報については、この要件の対象外とします。この要件の目的は、ヘルプの全テキストをメインのヘルプ目次に掲載することではなく、メインのヘルプ システムによって、デバイス上で提供されている大半のヘルプ情報に簡単にアクセスできるようにすることにあります。「Microsoft® .NET Compact Framework を使用して作成したアプリケーションの例外」も参照してください。

要件: メニュー バーにヘルプ ツール ボタンやヘルプ項目を表示しない

一般のアプリケーションや文脈依存のヘルプは Pocket PC の [スタート] メニュー (カレント ウィンドウ上の) でアクセスできるので、異なるプラットフォーム間での一貫性を維持するためにアプリケーションは別なアクセス ポイントを提供するべきではありません。「Microsoft .NET Compact Framework を使用して作成したアプリケーションの例外」も参照してください。

要件: ユーザー設定の維持

アプリケーションは、地域の設定、テーマ カラーなど、ユーザー設定を維持しなければなりません。

機能要件 

要件: 完全な機能性と安定性

Windows Mobile アプリケーションは、指定されたテスト プラットフォームで機能性と安全性を完全に確認しておく必要があります。ロゴ認証テストは品質保証テストではありませんが、テスト対象のアプリケーションがデバイス環境の全体的な安定性や性能に悪影響を及ぼさないことを確認することが目的です。アプリケーションは、制御権のある装置のスタンバイ/保留状況から復帰しなければなりません。また、シェルやシステム機能との相性についても問題なく、アプリケーション機能の提供に必要な場合を除き、ハードウェアのボタン機能、他のシェルおよびシステム機能を無効にすることがあってはなりません。

テストに用いられるプラットフォームは、アプリケーションごとに指定されているオペレーティング システム要件によって決定します。

要件: ヘルプ機能が有効である

Windows Mobile アプリケーションに搭載されているオンライン ヘルプは、テスト時に完全に機能しなければなりません。少なくとも、Pocket PC 用のヘルプ システムは、アプリケーション内の任意の場所から [スタート]→[ヘルプ] を使って起動できなくてはなりません。注: ロゴ認証テスト時にヘルプ コンテンツが最終版である必要はありません。

要件: 外付け記憶装置を想定しない 

外付け記憶装置を想定しているポケット PC も多数ありますが、Pocket PC では外付けのストレージ カードは不要です。外付けストレージ カードを使わなかった場合に、アプリケーションがクラッシュ、ハングや、デバイスへの悪影響を及ぼすようなことがあってはなりません。

要件: アプリケーションの静かなシャットダウン

ユーザーが明示的な動作を何も行わなくてもアプリケーションはシェルによってシャットダウンされるので、アプリケーションは静かにシャットダウンしなければなりません。つまり、終了時にダイアログ ボックスや他の UI を表示したり、長い CPU 時間をかけたり、追加のメモリを大量に消費することがあってはなりません。

要件: 次回の起動時に前回の状態を復元する

Pocket PC ユーザーには実行中のアプリケーションという概念がないので、アプリケーションは起動時に主要な状態を復元しなければなりません。ただし、状態の完全な復元を行うことは理想的ですが、この要件はそこまでは定めていません。この要件はユーザーがアプリケーションに戻ってきた際に、前回使用後にシャットダウンが行われたかどうかに関係なく、使いやすい状態になっているようにすることを目的としています。たとえば、前回選択していたビューやスクロール状態をできる限り維持した状態でユーザーがアプリケーションに復帰できるようにする必要があります。

要件: 全画面表示以外のダイアログ ボックスを入力パネルの外に表示する

全画面表示されないダイアログ ボックスは、標準の 80 ピクセルの高さの入力パネルの上に垂直にセンタリングして表示する必要があります。入力パネルが表示されていない時でもこの領域に表示し、入力パネルの表示の際にダイアログ ボックスが一部でも隠れないようにする必要があります。入力パネルの表示の際に使用可能な領域よりもダイアログ ボックスが高い場合、画面の最上部と逆方向にダイアログ ボックスをずらして表示する必要があります。メッセージ ボックスのテキストはわかりやすいものでなければなければなりませんが、一部でも SIP の裏に隠れてしまわないようにします。

要件: メニューやダイアログ ボックスに下線付きのアクセラレータを使用しない

Pocket PC には物理的なキーボードはないので、アクセラレータを設けても無意味です。Windows Mobile ベースの Pocket PC アプリケーションでは、下線付きのアクセラレータを使用しないでください。

要件: ドロップダウン メニュー、ツールヒント、またはポップアップ ヘルプにショートカット手順を表示しない

Pocket PC には物理的なキーボードはないので、[新規] の代わりの Ctrl+N のようなショートカットをツールバー、ツールヒント、ポップアップ ヘルプ、またはメニューなどのコントロールに表示しないようにする必要があります。

注: カレント アプリケーションを終了するパワー ユーザー向けの Ctrl+Q ショートカットのサポートは推奨しますが、画面上にこのショートカット項目を表示するべきではありません。

要件: 接続マネージャを使って、すべての接続オプションを設定する

接続マネージャによって、ユーザーは有線、無線ネットワーク カード、モデム、携帯、VPN など、あらゆる接続オプションを 1 つのユーザー インターフェイスから設定することができます。さらに簡単な API の提供によって、開発者は接続マネージャに対して基本的にインターネット、または “作業ネットワーク” 接続を依頼するだけで、詳細はシステムに任せることができます。

要件: 長いファイル名のサポート

アプリケーションは以下を行う必要があります。 

· 以下に説明するような長いファイル名のサポート。

· シェル、ダイアログ ボックス、コントロールでのすべての書類とデータ ファイル名、およびアイコンでの長いファイル名の使用。

· (強く推奨) アプリケーション自体での .XXX の拡張子の非表示。

· 共通のダイアログ ボックスを使用したファイルの保存と読み込み (推奨)。

ユーザーに提供されているファイルを保存する Pocket PC アプリケーションでは、以下の機能をすべて満たしながら長いファイル名 (LFN) をサポートする必要があります。

· ユーザーは、標準の大文字、小文字、埋め込みスペース、埋め込みピリオドなどを含む、最長 128 文字までのファイル名を入力できなければなりません。

· [名前を付けて保存] コマンドでは、先頭および末尾のスペースを削除しなければなりません。

· 先頭および末尾のスペースの使用は必須ではないので、必要に応じて削除することができます。

· ファイル名の任意の場所で疑問符を使用することで、ファイルを保存しないようにしなければなりません。エラー メッセージは表示する必要がありません。

· プラス記号 (+)、カンマ (,)、セミコロン (;)、等号 (=)、左角かっこ ([]、および右角かっこ ()) は、ファイル名の先頭や末尾を含む任意の場所で使用することができます。埋め込みピリオドもサポートする必要があります。またこのような記号によってエラーが発生しないようにする必要があります。

特殊な状況と追加要件

SDI/ファイル ベースのアプリケーション

SDI およびファイル ベースのアプリケーションは、書類を開き、作成、編集を行うことを主な目的としたアプリケーションです。ワード プロセッサ、スプレッドシートなどは、ファイル ベースのアプリケーションと見なされます。(非ファイル ベースのアプリケーションの例としては、PIM やゲームがあります。) ファイル ベースのアプリケーションには、以下のような追加要件が設けられています。

要件: 共通ダイアログ ボックスのサポート 

ファイル ベース、または SDI (Single Document Interface) アプリケーションは、ファイルのネーミングや保存用のダイアログ ボックス、あるいはこのような機能のために独自のインターフェイスを使用しないようにするダイアログ ボックスなど、Windows Mobile ベースの Pocket PC 上で共通のダイアログ ボックスをサポートしなければなりません。

要件: 各アプリケーションやコントロール パネルに単一のインスタンスのみサポート

タスクバーはなく、メモリはシェルが管理するので、ユーザーは [スタート] メニューまたは Programs フォルダを使って実行中のアプリケーション間で切り替えを行います。その結果、各アプリケーションまたはアプレットの単一のインスタンスしか実行できないようにしておく必要があります。開いている複数の書類やデータ タイプをサポートしているアプリケーションでは、複数のインスタンスではなく、アプリケーション内部からその機能をサポートしなければなりません。

入力メソッド (IM) 

デバイスにテキストを入力することを主な目的としているアプリケーションまたはコンポーネントは、入力メソッド (IM) として定義されています。

IM はドッキングしなければならない点に注意します。ドッキングされた IM はドッキングされたツールバーのように動作し、コマンド バーのすぐ上の領域の所有権を取得します。IM をドッキングして実装すると、アプリケーションは上方向にサイズ変更され、IM が隠れないようにします。

要件: 80 ピクセルのドックされた IM

入力メソッド (IM) は、最大 80 ピクセルの高さで、ドッキングされるものとして設計する必要があります。このロゴ付きのアプリケーションは、これを想定して設計されたためです。

要件: 入力メソッドによる入力パネル アーキテクチャの使用

すべての 入力メソッドは、入力パネル アーキテクチャにプラグインしなければなりません。これには、コマンド バー上の SIP ボタンを使用した 入力メソッドの表示/非表示、タスクバー上の入力メソッドの矢印ボタンを使用した入力メソッドの選択、入力コントロール パネル アプレット内へのオプション (存在する場合) の提供が含まれます。さらに、選択されている入力メソッドでない場合は、アンインストールしなければなりません。

注:入力メソッドはアプリケーションではないので、IM がすべてのアプリケーション要件に従う必要はありません。たとえば、アプリケーションとは異なり、IM では独自のヘルプ ボタンを設けることができます。これはシステム レベルでの [スタート]→[ヘルプ] では、IM の文脈依存ヘルプを実装することができないためです。他の要件については、該当する IM の詳細を検討しながらケースバイケースで対処する必要があります。

ユーティリティ

ユーティリティ製品は、Pocket PC 環境を最適化するために設計された非ファイル ベースのアプリケーション、またはアプリケーション コンポｰネントです。ユーティリティによっては適用されない要件もあり、ケースバイケースで検討する必要があります。

===関連情報=== 

ユーティリティの 1 例は、BSQUARE の bBackup で、ユーザー データをバックアップします。

アドオン 

アドオン製品は、主としてデータ ライブラリ、クリップ アート群、テンプレート、マクロなどの非実行可能プログラムです。アドオンは、ロゴ付きのアプリケーションで機能し、インストールなどに関するロゴ要件をすべて満たしていなければなりません。

デバイス ドライバ

デバイス ドライバは、UI および Windows CE .NET テスト キット (CETK) の関連するすべての要件を満たさなければなりません。

ハードウェア

互換性のあるハードウェア周辺装置は、特定の Pocket PC モデルで機能し、以下のグループに分類することができる場合に、Designed for Windows Mobile ロゴの認証を受け、Mobile2Market プログラムに参加することができます。

· ハードウェア アクセサリ


- CF/SD メモリ、スタイラス、ケースなど

· ハードウェア - ソフトウェアを搭載せずに、専用接続を行う

- ヘッド セット、カー キット、チャージャ、ケーブルなど

· デバイス ドライバを搭載したハードウェア

- GPS、キーボード、ネットワークなど

· ドライバと UI を搭載したハードウェア

- キーボード、ネットワーク カード、GPS、バーコード スキャナー、カメラなど

認証プロセスには必要に応じてハードウェアとデバイス ドライバも必要で、NSTL に提出してテストを行い、Microsoft Windows CE.Net Test Kit (CETK) による検討も必要です。詳細は、NSTL (http://www.nstl.com/logoprogram/win_ce_logoprograms.html) を参照してください。

.NET Compact Framework を使用して作成したアプリケーションに関する例外

以下の要件は、.NET Compact Framework を使って作成されたアプリケーションに関しては免除されています。

例外: メニュー バーにヘルプ ツール ボタンやヘルプ項目を配置しない

Pocket PC では、(カレント ウィンドウの) [スタート] メニューを使って一般のアプリケーションや文脈依存のヘルプにアクセスできるため、また複数のプラットフォーム間での一貫性を維持するため、アプリケーションは別なアクセス ポイントを提供するべきではありません。

例外: ヘルプ システムとシステム目次との統合

デバイス上にヘルプ ファイルを提供するアプリケーションでは、Pocket PC のヘルプ システム目次に、アプリケーションのヘルプ システムを登録して、インストール済みのすべてのアプリケーションに対して統一されたエントリ ポイントをユーザーに提供できるようにする必要があります。このために、すべてのヘルプ コンテンツを HTML フォーマットで作成する必要があります。

注: 1 つまたは 2 つのダイアログ ボックスに提供される少量のヘルプ情報については、この要件の対象外とします。この要件の目的は、ヘルプの全テキストをメインのヘルプ目次に掲載することではなく、メインのヘルプ システムによって、デバイス上で提供されている大半のヘルプ情報に簡単にアクセスできるようにすることにあります。「Microsoft® .NET Compact Framework を使用して作成したアプリケーションの例外」も参照してください。

例外: すべてのコマンド バー コントロールに対するツールヒントの提供

アプリケーションにコマンド バーが含まれている場合、コマンド バー コントロールにツールヒントのサポートを提供する必要があります。ツールヒントは不明な部分をポイントしたままにすると表示されるもので、ボタンの機能について説明するものです。また、ツールヒントにはショートカットを含むべきではありません (たとえば CRTL キーと他のキーの組み合わせなど)。たとえば、[太字] ボタンのツールヒントには、”太字” とだけ記載します。これによって、アプリケーションを始めて使用するユーザーは、不慣れなボタンの機能を簡単に理解することができます。

その他のマイクロソフト ロゴ プログラム 

マイクロソフトは多数のロゴ プログラムを提供していますが、すべて共通の目的を持っています。それは、マイクロソフトの業界標準オペレーティング システムとアプリケーションで機能するように設計された製品を簡単に識別できる方法をエンド ユーザーに提供することです。ロゴの付いた製品は、お客様が既存のシステムと互換性のある製品をより簡単に見つけ、すでに持っている機能スキルと知識を活用するために役立ちます。アプリケーションは複数のロゴを取得するができるため、開発者は、そのようなプログラムを開発し、市場参入のチャンスを得ることができます。
マイクロソフトの認証プログラムについては、以下サイトをご参照ください。 

http://www.veritest.com/certification/ms/defaultj.asp
